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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、免疫グロブリンスーパーファミリーおよびコンタクチンファミリーのメンバーであり、神経系の発達中に細胞表面相互作用を媒介します。このタンパク質は、細胞接着分子として機能するグリコシルホスファチジルイノシトール（GPI）アンカー型神経膜タンパク質です。発達中の神経系における軸索結合の形成に役割を果たす可能性があります。この遺伝子については、異なるアイソフォームをコードする選択的スプライシング転写バリアントが記載されています。[RefSeq提供、2011年8月],機能：コンタクチンは、神経系の発達中に細胞表面相互作用を媒介します。大脳皮質ニューロンでは神経突起伸展促進活性を示しますが、海馬ニューロンでは示しません。おそらく、聴覚系のニューロン活動に関与しています。,類似性：免疫グロブリンスーパーファミリーに属します。コンタクチンファミリー。,類似性：4つのフィブロネクチンIII型ドメインを含む。,類似性：6つのIg様C2型（免疫グロブリン様）ドメインを含む。,組織特異性：脳と腎臓で発現し、胎盤ではごく低レベルで発現する。他の組織では発現しない。脳では、後頭葉、扁桃体、大脳皮質、前頭葉、視床、側頭葉で高発現する。小脳、黒質、被殻、延髄、海馬では中程度の発現を示す。脊髄と尾状核では弱発現する。脳梁では弱発現または発現しない。,
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	CNTN5抗体を用いたA549細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。

